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Abstract
Hokkaidoʼs first public kindergarten operated in central Sapporo for the ten years
from September 1888 to March 1898. I previously wrote about the childcare worker
Kame Nishikawa, who played a central role in managing the kindergarten. (Refer to Fuji
Womenʼs University Journal No. 49, Section II, pp. 195-201)
Given the social conditions in the mid-Meiji era and the educational policies of
Hokkaido, it was significant that the public kindergarten existed for those ten years of
difficult times. This year, I was given information on Hoiku Jikkenroku (Childcare
Records), written by Kame Nishikawa. The article was covered in the January 1898 issue
of the Tokyo Meikeikai Journal (Issue No. 180). In this thesis, I elucidate an unknown feat
that she accomplished, based on her actual record. While tracing her strenuous, decade-
long efforts, I have attempted to identify the direction she aimed at in childcare services.
⚑．はじめに
北海道における初の公立幼稚園は明治 21 年
（1888 年）⚙月⚑日開設の創成小学校附属幼稚園
である。その運営の主軸を担った⽛西川かめ⽜
（1870～1918）という若き教師に着目して、彼女の
生い立ち、学歴、関わったであろう人物などにつ
いて調査し、概要を述べた。（本学紀要 第 49 号
第Ⅱ部；195-201）
2017 年初め、大戸美也子氏1 より⽛東京茗渓会
雑誌（めいけいかいざっし）⽜に⽛西川かめ⽜の投
稿文が記載されているとの情報を得た。
⽛東京茗渓会雑誌⽜への⽛西川かめ⽜の投稿文は
⚒通ある。
⚑通目は明治 31 年（1898 年）⚑月号（第 180
号）の⽝保育實験録⽞である。
⚒通目は明治 32 年（1899 年）⚓月号（第 194
号）⽝米国通信⽞であり、カリフォルニア州ミルス
カレッジ大学留学生活の報告が中心で幼児教育に
は触れていない。
今回は⚑通目の投稿文を読み解き、それに基づ
いてこれまで知り得なかった 10 年間の幼稚園運
営の詳細や教育行政などについて明らかにする。
また、⽛西川かめ⽜が目指した保育の方向性につい
て触れる。
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⚒．⽛東京茗渓会雑誌⽜と⽛西川かめ⽜
⽛東京茗渓会雑誌⽜とは当時の東京師範学校卒
業生の同窓会⽛茗渓会⽜を母体とする有志が明治
16 年から毎月 20 日に発行した月刊誌である。明
治 30 年当時にはすでに 1,000 名もの会員を擁す
る全国規模のものであった。多くの情報が簡単に
得られる現代とは異なり、多岐にわたる分野の同
窓会員が投稿する様々な教育情報で構成されてい
たこの雑誌は当時、貴重なものであっただろう。
北海道会員として、⽛素木岫雲⽜⽛西川かめ⽜がみ
られる。⽛西川かめ⽜は会員としてこの会を拠り
所にし、雑誌からは教育界の動向や変化などを習
得していたのではないだろうか。米国留学のため
に 10 年ぶりに上京した折には、真っ先に⽛茗渓会
事務所⽜を表敬訪問し、渡米の挨拶をしている2。
一般の保育者が投稿しているのは稀で、⽛西川か
め⽜の投稿の動機や目的については興味深いもの
がある。
⚓．⽝保育實験録⽞に書かれている概要
明治 31 年（1898 年）⚑月号（第 180 号）
⑴ 冒頭文
⑵ ⽛西川かめ⽜自身の創成小学校訓導として着
任までの簡単な経緯
⑶ 大火（明治 25 年⚕月）による園舎消失から独
立園舎が設立されるまでの経過・附属小学校、
校長のことなど
⑷ 独立園舎での保育の様子
事例⚑～事例⚔
⑸ 保育に対する⽛西川かめ⽜の考え
以下、原文の順を追って投稿の内容を深めてい
く。
3-⑴ 冒頭文
大人先輩諸君が、厳かに学理を講じ、経験を
談じ給う、御席の末より、いと覚束なき口ぶり
して子供らしきこと申さんは、似合はしからぬ
わざなめれども本会の目的に交誼を親密にせん
との一事もあれば、教育上には裨益することも
あらざらんが、日頃幼き子らと遊びて、おのれ
のみ面白しと思いつることなるを、さも大事ら
しく、憚らず諸兄姉の御前に申すは、足らぬ妹
が、なお進み行かん、ご指導を頂き、ご批評を仰
ぎまつらん為と思し給わらんことを願うになん。
───教育上、大して役に立つこともないだろう
が、幼児教育においては日常の遊びの面白さの中
に大切なことが含まれているような気がして皆様
にご意見ご指導を賜りたい。それは未熟な私がこ
れから幼児教育を前進させていくために必要だか
らです｡───
（著者の解釈）
謙遜な文章ながら堂々たる書き出しである。幼
児教育に対する理解が十分とは言えない時代に
あって全国誌に日常の保育実践を載せることは勇
気のいることであったはずである。この冒頭文に
は様々な意味が込められている。保育方法の改善
などが展開されていた当時3、科目の簡素化、形式
的な恩物主義からの脱却、子どもの戸外での活動
などを積極的に取り入れ、実践しようとしていた
心意気が表れているのではないだろうか。
3-⑵ 着任までの経緯
おのれは 21 年の夏、御会の諸君に送られ、故郷
なる松前にして、今の北海道なる、この札幌に
参りにき。札幌の人々に待たれ居りしとなれ
ば、着任後間もなく、⚙月⚑日に幼稚園を開き、
保育の任に當たりけり。
明治 17 年（1884 年）文部省が出した通達は学
齢期に満たない幼児が小学校へ入学している実態
を是正すべく幼稚園の設置を促すものであった。
北海道においては幾度か、幼稚園設立の試案が
あったにもかかわらず教師がいないことが第一の
理由にて保留していた。明治 19 年（1886 年）道
庁発足が引き金になり、設立の気運は高まってい
た。
折しも⽛西川かめ⽜が明治 19 年に函館の師範学
校在学生として推挙され、官費給費生として東京
高等師範学校女子部に入学していたことは、個人
の意思や向学心のみならず、函館師範学校に置か
れた仮設幼稚園4 の関係者（⽛素木岫雲⽜⽛櫻井ち
か⽜⽛武藤八千⽜など）の将来を見通した推挙でも
あり、道庁の計らいでもあったと推測するのは過
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剰であろうか。まさに、⽛西川かめ⽜は北海道の幼
児教育推進に向けて、待たれていた人であったの
であろう。
⽛西川かめ⽜の⚗月卒業を待って明治 21 年（1888
年）⚘月 31 日に開園式が行われた。創成小学校
附属幼稚園は、最高学府にて最新の保育を学んだ
訓導⽛西川かめ⽜と 38 名の幼児とでスタートした。
⚑年後の明治 22 年⚙月⚘日の新聞記事5 には
幼児数 80 名になり、本校の裁縫室を修理して開
誘室に充てるとの情報が記されているところを見
ると幼稚園に対する区民の関心は高くなっていっ
たのだろう。
このころ、⽛どんぐりころころ⽜⽛城ヶ島の雨⽜
で著名な作曲家⽛梁田 貞（やなだただし）⽜
（1885～1959）が園児として在籍している。
創成小学校附属幼稚園として北⚑条西⚒丁目の
南西の⚑画（現在はローソン）に建築された独立
園舎での保育は正確には⚓年⚘か月間であった。
この園舎は地図上には記されているが、写真、平
面図などの資料は今の所見当たらない。
3-⑶ 大火による被災とその後
かくして幾年月、助手達と共に、幼児の遊喜を
見守りたりしが，25 年⚕月の大火に、公立なる
創成小學、それに属せる我園、および女子小學
ともに跡形なくなりぬ。此の時より女子小學校
に属せしめられ、
明治 25 年⚕月⚔日深夜 12 時近くに南⚓条西⚔
丁目にて発生した火災は大通りを挟んで北方向に
延焼し、学校、銀行、新聞社などを含む 887 戸を
焼く大惨事となった。
創成小学校も附属幼稚園も女子小学校もわずか
な時間のうちに灰燼と帰した。この時の生々しい
様子が女子小学校の沿革誌に校長⽛小林 到⽜
（1863～1913）の手によって記録されている6。
大災害直後、再建に向けての処置は創成小学校、
女子小学校ともに跡地に校舎を再建することに
なったが幼稚園は創成小学校から女子小学校へと
移管になった。それは、男女別学の行政措置と並
行して就学の機運が高まり、創成小学校の男児、
女子小学校の女児ともに急増し、校舎の拡充が深
刻な事情であったことが関与しているものと考え
られる。
以下、被災後、幼稚園が辿った道のりを追随す
る。
3-⑶-1
暫し道庁構内の倉庫に、本校とともに居て
およそ 50 日の臨時休業を経て女子小学校が仮
校舎としたのは、道庁構内の倉庫を修理した不便
なものであった。⚖月 25 日に授業を開始してい
る。階上、階下総べて 14 室、（教室⚙、教員室、
裁縫室、小使部屋および附属幼稚園⚒室 30 坪を
備える）とある7。
この建物は明治⚘年に開拓使が養蚕振興のため
にモデルとして建てた広大な建築物であり、⽛札
幌養蚕室⽜と称されていた。明治 25 年当時、養蚕
室は倉庫と化していた。当時は道庁構内であった
が、現在の STV（北⚑条西⚘丁目）に位置する。
写真⚑ ⽛札幌養蚕室⼧8
3-⑶-2
新築後引移りけるも、開誘室と教室と離れる為、
思うやうの遊戯も出来で過ごしたり。
女子小学校が再建され、移転式が行われたのは
明治 25 年 11 月 15 日である。盛大な式典には幼
稚園児も参列し、唱歌を歌った。幼稚園には幼児
の作った手工物の展示もあり、⚕か月ほどの不自
由な仮の保育室にて幼児たちと保育者が再建に期
待しながら製作活動などを行っていた姿を想像す
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ることができる9。
新築された女子小学校の平面図を見ると校舎の
西側に幼稚園が併設されている。幼稚園の門と玄
関が西向きに別に設けられ、女子小学校とは隔離
する配慮がなされているようである。教室と開誘
室は離れていない設計に見えるが、⚓年の経過の
うちには幼稚園の教室か開誘室が移動させられて
いたことが推測される。60 名はいたであろう幼
児の生活の場として、増加する一方の小学生との
共存は保育するうえで支障が生じていたのであろ
う。
図⚑ 札幌女子小学校新築校舎10 の一部
3-⑶-3
然るに本校に入學女児の殖えるより、校舎狭隘
を告げければ、札幌人士は計るところありたり
しが、
明治 29 年⚒月末、女子小学校の模様替えのた
め幼稚園を一時休業の計画もあったが東本願寺説
教所を借りて幼稚園にしようとの意図で視察が行
われた。視察したのは札幌区長、創成小学校長⽛素
木岫雲⽜、女子小学校長⽛二宮直方⽜ほか⚒名とあ
る。実際にはこの計画は実現に至らなかった11。
この記事から、上層部では幼稚園の存廃も含め、
今後の検討が始められていたことが明らかである。
3-⑶-4
⚓、⚔か月の窮屈を仮の場にしのびしに、
幼稚園の存続および移転先は短期間のうちに決
定されたようで明治 29 年⚓月末、幼稚園は札幌
商業倶楽部（北⚑西⚒）を仮園舎として移った。
実際には半年の窮屈をしのいだのである。
写真⚒ 札幌商業倶楽部12
3-⑶-5
遂に気も晴々する今の所を与えられたり。
この一文に⽛西川かめ⽜の安堵と喜びが溢れて
いる。
⽝今の所⽞とは附属する女子小学校の西隣の区
画に以前からあった、開拓使長官⽛黒田清隆⽜の
旧官舎である。
明治 11 年、開拓使長官としてロシア視察した
⽛黒田清隆⽜は農機具や寒冷地にふさわしい馬そ
りなどを持ち帰った他、ロシア式の建築普及のた
めに職工⚓名も連れ帰り、⽝藻巌学校⽞ほか屯田兵
舎、官舎などを建築させ、自らの長官住宅も建設
した。それらは⽛露国風丸太組官舎⽜と呼ばれた。
すでに使われていなかった長官住宅を札幌区が道
庁より払い下げを受け、広々とした遊戯室を増築
し、独立園舎とした。それが⽝今の所⽞（北⚒西⚕
の南東一角）30 坪である。
〈園舎の特徴〉
・庭に木々や築山があり、外遊びも可能であった。
・丸太づくりの寒冷地仕様で壁が厚く、ロシア式
の暖炉があった。
・本校に隣接しており、官庁街のため人通りも少
なく安全であった13。
明治 29 年⚙月 22 日に移転式を挙行した。
この時すでに公立幼稚園開始から⚘年の歳月が
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過ぎている。
3-⑷ 実践事例の概要
（⽝ ⽞は原文を読んで筆者が纏めたもの）
その⚑ ⽝おもちゃの共進会ごっこ⽞
家庭から持ち寄った子供たちのおもちゃを使っ
て、当時盛んであった共進会のごっこを全園で繰
り広げ、戸外でのパレードにまで発展した様子
その⚒ ⽝偶発した出来事を元に創った話⽞
豆細工の作品がネズミにかじられてしまったと
いう事件から物語を即興的に創り、幼児に語り聞
かせた様子
その⚓ ⽝季節の移り変わりに目を向ける⽞
木々に花のように積もった雪の美しさに目を向
けさせ、関連する歌を教え、皆で歌った様子
その⚔ ⽝雪の戸外に出て遊ぶ⽞
降り積もった雪の庭に出て全身で遊び、教師も
率先して雪像などを作って北国ならではの遊びを
幼児たちと楽しんだ様子
3-⑸ 保育に対する⽛西川⽜の考え
⽛西川かめ⽜は事例を指して⽝面白き事⽞と評し
ている。
───私だけが面白いと思うのでしょうか。あり
ふれたこと、つまらないことと見える小さなこと
の中にも、用い方によっては教育上、たくさんの
題材になることがあるのではないでしょう
か─── （著者要約)
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写真⚓ 開園式 後列左から⚓人目⽛西川かめ⼧14
図⚒ 園舎平面図15
写真⚔ 右側の林が長官住宅舎 その左側が女子小（明治 22 年道庁屋上より南東方面を撮影した写真）
と読者に問いかけている。
⽛西川かめ⽜の保育は、すでに恩物主義一辺倒で
はなく、生活主義、遊び重視、地域の環境や自然
を生かす、幼児の視座に立つなど、幼児の発達に
見合った保育を展開していたことが伺える。⽝教
育の原理を応用しての保育⽞を強く意識していた
のではないだろうか。
⚔．投稿文執筆当時の幼稚園
（明治 30 年 12 月現在）
独立園舎を与えられてから半年後の明治 30 年
⚔月から⽛西川かめ⽜のほかに⚑名の教師増員が
認められ、50 名の幼児を二組に分けて保育するこ
とができるようになった。
同僚となった⽛内海ひさ子⽜は京都師範卒業で
明治 29 年⚔月から女子小学校訓導として小学生
を担任していた。経験もあり、幼児教育にも理解
のある闊達な明るい人物であったことが実践例か
らも読み取れる。⽛西川かめ⽜の同僚に対する信
頼は厚かった16。
それまでも⽛西川かめ⽜の保育には助手たちの
補佐があった。著者の調査では 10 年間に 10 名の
助手の名前が認められた。いずれも無資格、低賃
金、短期間雇用であった。
被災後からは⽛青山ヤス⽜⽛梁田ツヤ⽜の名前が
続く。⽛青山ヤス⽜は⽛西川かめ⽜の母親と思われ
る人物であり、⽛梁田ツヤ⽜は⽛どんぐりころころ⽜
⽛城ヶ島の雨⽜で著名な作曲家⽛梁田 貞⽜（西川
かめの教え子）の祖母だろうと考えられる｡17
女子小学は 880 名、校長は⽛小林 到⽜。創成小
学は 1,000 名を越え、校長は⽛素木岫雲（1848～
1899）⽜であることが書き添えられている。
急増する学齢児童への対処の一方、幼稚園を存
続させる方向で独立園舎を配したのにはこれまで
の経過からして、この⚒名の校長の幼児教育を重
んじる姿勢が行政に対して大きな影響を及ぼして
いたのだろうと推察される。
⽛西川かめ⽜もこの安定した状況が続くことを
前提に、年の暮れ、全国誌への投稿文を書いてい
ただろうと思われる。文面からもよもや翌年春に、
唐突に無期休園が言い渡されるなどは予期せぬこ
とであったであろう。
⚕．無期休園に至るまで
⽛西川かめ⽜の投稿文が⽛茗渓会雑誌⽜に掲載さ
れた⚓か月後、10 年間を維持した北海道初の公立
幼稚園は無期休園となった。保育をしていた当事
者たちにとっては無念なことであっただろう。
では、水面下では、何が起こっていたのであろ
うか。
・明治 31 年⚒月 23 日
予算の件でということで女子小学校長⽛小林
到⽜は区の総代人委員会及び学務委員から呼び出
しを受けた18。
男児のための創成小学校にあふれる女児を女子
小学校にまとめたいがその巨額費用に苦しみなが
ら、幼稚園を維持するのは本末転倒ではないのか
と詰め寄られ、⽛小林⽜は義務教育完整のため、異
議なしと答えざるを得なかった。
但し、10 年の歴史を有する幼稚園を全く廃止す
るは遺憾なるを以って私立組織に改め成立の協議
を煩わしたし云々を答えり
（⽛小林 到⽜ 女子小学校日誌より）
・明治 31 年⚒月 28 日 廃止の通告くだる。
・明治 31 年⚓月 19 日 区長名を以って⚓月 31
日公布するとの通知
かくして幼稚園はわずか数日のうちに無期休園と
決済され、園舎は女子小学校の第⚒裁縫室として
運用された。
私立幼稚園組織に改めて存続させるという校長
⽛小林 到⽜の苦渋の提案は函館の例に倣ったも
のであった19。⽛私立北海女学校⽜が引き受けると
の試みはあったものの、実現には至らなかった。
廃園ではなく、無期休園という措置にも再開への
微かな望みが込められていたのかもしれない。
⚖．まとめ
幾多の困難にもめげず⚔回の移転を繰り返し、
粘り強く幼稚園が存在し続けたのは⽛西川かめ⽜
の情熱だけではなく、それを支える強力な後ろ盾
があってのことであろう。それは⽛西川かめ⽜が
特筆している理解ある二人の校長であったのでは
ないかと推測される。公的には幼稚園を閉じる理
由を狭隘のためとしているが、実際は赤字削減の
ためであり、上意下達の有無を言わせないもので
あった。当時の行政の最大関心事は義務教育充実
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であり、幼児教育の成果を評価することなどは念
頭になかったのであろう。それは、当時の社会の
幼児教育の無理解による軽視と言わざるを得ない。
10 年という歳月は、たった 10 年という考え方も
あろうが、⽛西川かめ⽜の投稿文から判明した事実
からすると、よくぞ、10 年間の艱難辛苦を乗り越
えたものだと考える。一方、困難の中にあっても
保育内容の向上のために工夫を凝らし、自らの実
践を世に問おうとする⽛西川かめ⽜の並々ならぬ
保育に対する意欲を察することのできる投稿文で
あった。
⚗．今後の課題
今回は主に園舎の移り変わりの実際を辿り、そ
こから判明したことなどに多くの紙面を割いた。
今後は⚔つの保育実践例を中心に考察を深めたい。
明治中期にあって、現在にも通用しそうな保育を
展開していた⽛西川かめ⽜の保育者としての考え、
また資質はどのようにして育まれたのかにも注目
したい。
注釈・参考文献
1 研究者・元お茶の水女子大学教授・元武蔵野大学
副学長・⽛明治中期の幼稚園教育の研究⽜などを中
心に論文多数。
2 ⽛東京茗渓会雑誌⽜第 194 号に西川が投稿した⽝米
国通信⽞に記述あり。
3 ⽛西川かめ⽜が東京高等師範学校女子部に在学時、
⽛保育法⽜の講義を授けたのは小西信八であった
ことが考えられる。小西信八は⽛東京茗渓会雑誌⽜
の発起人であり、執筆者でもあり、⽛西川かめ⽜は
彼の影響を強く受けていたことが考えられる。
4 明治 16 年 11 月、函館師範学校に仮設幼稚園が始
められた。桜井女学校創始者⽛桜井チカ⽜師範学
校校長⽛素木岫雲⽜、元東京師範附属幼稚園勤務⽛武
藤八千⽜の⚓名で開園した。函館女子師範に在籍
していた⽛西川かめ⽜は学生としてこの幼稚園に
かかわる指導者たちと接触していたのではないか
と推察される。
5 札幌古文書館所蔵 明治 22 年⚙月⚘日新聞記事
6 札幌市立資生館小学校所蔵 大通小学校資料⑤
札幌女子小学校沿革誌 明治 25 年⚕月⚔日⽛市
中大火本校類焼⽜の記述
7 上記と同じ⽛仮校舎開設準備⽜の記述より
8 ⽛新選北海道史⽜第⚓巻通説⚒ 450 頁
9 札幌古文書館所蔵 明治 25 年 11 月 16 日新聞記
事
10 札幌市立資生館小学校所蔵 大通小学校資料⑤
札幌女子小学校沿革誌
11 札幌古文書館所蔵 明治 29 年⚒月 27 日新聞記事
12 札幌古文書館所蔵⽛札幌開始 50 年記念帳⽜より
13⽛西川かめ⽜の⽝保育實験録⽞より抜粋
14⽛札幌教育史 上巻⽜227 頁 第一法規
15 上記と同じ
16⽛西川かめ⽜の⽝保育實験録⽞の内海ひさ子につい
ての記述
教育の原理を応用し、巧みに保育せらるる故、他
の一組を受持たれて間然する所なきのみならず、
全園を託して遺憾なく…
17⽝続・北海道百年物語⽞79P⽛梁田貞⽜は祖母が働
いていた幼稚園について行っては楽器に触れて
歌っていた少年だったとの記述あり。（STVラジ
オ編）
18 札幌市立資生館小学校所蔵 大通小学校資料⑤
札幌女子小学校沿革誌 明治 31 年⚒月 23 日⽛附
属幼稚園存廃意見⽜
19 明治 16 年 11 月⚑日、函館師範学校附属小学校に
仮設幼稚園が開園されたが明治 21 年附属小学校
の廃止に伴い廃園となった。しかし、保母武藤八
千を園長として私立函館幼稚園を立ち上げ、明治
36 年まで運営した実例があった。
─ 153 ─
